
 

 

■「交通崩壊」が岡山でも現実味を帯びてきている。緊急事態宣言は 5 月 14 日に岡山県で、5 月

25 日には全国で解除となったが、依然として移動の自粛が求められており、交通事業者には極め

て厳しい状態が続いている。モビリティ・マネジメント会議が行った調査によると、今年の夏まで

に約半数の事業者が倒産の危機にあるというデータも出てきており、5月末には岡山市のタクシー

会社が業績悪化のため 100名の乗務員を解雇するというニュースが大きく取り上げられた。新幹線

や貸切バスなど、これまで事業者の収益を支えてきた長距離輸送も需要の回復は鈍く、同様の事態

は今後も続くものと予測される。 

■電車やバスがなくなっても普段は車に乗るので生活は困らない、という人も多くいるかも知れな

い。しかし、いざケガや病気になってしまい車が運転できなくなってしまう可能性もあるし、事故

のリスクも常にある。何より岡山市全ての人がマイカーにシフトしてしまったら、街中は車で埋ま

ってしまい移動そのものが麻痺してしまうだろう。朝のラッシュ時にしか起こらなかった 2号線バ

イパスのような渋滞が、至る所で頻発し生活はさらに不便になる。なにより、学校に通えなくなっ

た若者はやがて街から出て行ってしまうだろう。そのような地域はとても続かない。 

■そんな中、5 月 29 日 web 上で「続・くらしの足をなくさない！緊急フォーラムー新型コロナに

よる交通崩壊をみんなで乗り越えよう！－」が開催された。この中で同フォーラムでは「『おでか

け』の環境を守るのは交通事業者や福祉輸送の担い手はもちろんのこと、国や自治体、そして利用

者（市民）らが主体的に考え、行動する必要がある」と述べている。そのために「withコロナ環境

下での『おでかけの足』確保に向けた枠組み」を提示している。2020 年 6 月 1 日版とある通り、

この枠組みはあくまでスタート地点だ。今回のコロナ禍では多くの人が「外出をしなくてもいい便

利さ」に気づいた半面、「自由にお出かけ出来ることの尊さ」も実感したはずだ。これからも誰も

が自由に「お出かけ」が出来る社会を受け継いでいくためには、1人 1人が考えて出来ることを行

動に移していくしかない。 

■SNSでは「#交通崩壊」というハッシュタグをつけて、多くの議論が湧き上がっている。誰もが自

由に移動できるということは、だれもが自由に生きていく権利を持つことが出来るということを意

味する。国も自治体も、事業者も市民もこの枠組みを基に、ともに何が出来るかを考えよう。筆者

も微力ながら何が出来るかを考え、行動していく次第である。未来を楽しみにしていたいから。 

人と環境にやさしいトランジットモデル都市をめざして RACDA 

第 203号    2020 / 6 

「#交通崩壊」をみんなで

乗り越えよう！ 



 


